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市民に開かれた議会に市民に開かれた議会に議会改革
を提案

３
．
常
任
委
員
会
・
特
別
委
員
会

　

水
戸
市
議
会
に
議
会
改
革
特
別
委
員
会
(
議
長
を
除
く
全
議
員
で
構
成
)
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
水
戸
市
議
会
は「
議
会
改
革
ラ
ン
キ
ン
グ
」で
下
位
に
低
迷
し
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
水
戸
市
議
団
は
10
月
3
日
、「
水
戸
市
議
会
の
議
会
改
革
に
関
す
る
提
案
」

を
提
出
し
、
速
や
か
な
実
行
を
求
め
ま
し
た
。
提
案
の
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

す
み
や
か
に
議
会
基
本
条
例
を
制
定
す

る
。
議
会
活
動
の
質
の
向
上
へ
毎
年
自

己
評
価
を
行
い
、
４
年
に
一
度
は
第
三

者
や
市
民
の
評
価
を
う
け
る
。
評
価
結

果
を
公
表
す
る
。

一
人
の
持
ち
時
間
・
答
弁
を
含
め
て
30

分
を
改
善
す
る
。
概
ね
一
人
60
分
程
度

と
す
る
。
又
は
答
弁
時
間
を
含
め
な
い
。

も
し
く
は
第
１
回
、
第
３
回
定
例
会
の

30
分
加
算
の
通
年
化
な
ど
十
分
な
時
間

を
確
保
す
る
。
再
々
質
問
を
認
め
る
。

１
．
議
会
基
本
条
例
に
つ
い
て

２
．
本
会
議
の
質
問
の
改
善

①
常
任
委
員
会
、
特
別
委
員
会
な
ど
で
、

傍
聴
者
に
資
料
を
配
布
す
る
。

②
特
別
委
員
会
も
常
任
委
員
会
同
様
、

事
前
に
議
題
を
提
示
す
る
。

③
特
別
委
員
会
も
常
任
委
員
会
同
様
に

ネ
ッ
ト
中
継
、
動
画
を
公
開
す
る
。

④
常
任
委
員
会
、
特
別
委
員
会
と
も
に

議
員
に
事
前
に
資
料
を
配
布
す
る
。

⑤
予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
す
る
。

⑥
決
算
特
別
委
員
会
の
質
問
時
間
を
増

や
す
。
質
問
通
告
以
外
の
資
料
請
求
を

認
め
る
。
請
求
資
料
を
事
前
配
布
し
必

要
に
応
じ
て
説
明
を
受
け
る
。

⑦
委
員
会
の
傍
聴
者
数
を
増
や
す
。

４
．
議
案
に
対
す
る
賛
否
の
公
表

①
各
議
員
の
議
案
等
に
対
す
る
賛
否
の

態
度
に
つ
い
て
公
表
す
る
。

５
．
請
願
陳
情
・
意
見
書

①
請
願
陳
情
に
つ
い
て
提
出
者
が
希
望

す
る
と
き
、
又
は
必
要
が
あ
る
と
き
は

提
出
者
に
よ
る
説
明
の
機
会
を
設
け
る
。

請
願
陳
情
の
賛
否
を
本
会
議
で
討
論
す
る
。

③
意
見
書
案
の
提
案
理
由
の
説
明
お
よ

び
賛
否
に
対
す
る
討
論
を
行
う
。

６
．
市
民
参
加
に
つ
い
て

７
．
正
副
議
長
選
挙
に
つ
い
て

８
．
情
報
発
信
の
拡
大

①
市
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、

市
民
参
加
の
政
策
モ
ニ
タ
ー
や
、
議
会

報
モ
ニ
タ
ー
等
を
導
入
す
る
。

②
委
員
会
と
し
て
の
議
会
報
告
会
や
市

民
と
の
懇
談
会
を
実
施
す
る
。

９
．
政
務
活
動
費
の
公
開

①
正
副
議
長
選
は
議
会
改
革
な
ど
議
会

運
営
に
関
す
る
所
信
表
明
や
質
疑
を
実

施
し
た
う
え
で
選
挙
を
行
う
。

①
議
案
書
の
ほ
か
議
案
審
査
資
料
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
事
前
公
開
す
る
。

②
議
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
充
実
す
る
。

③
録
画
公
開
を
迅
速
に
行
う
。

④
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
議
会
情
報
の
発

信
の
充
実
。
ラ
イ
ン
公
式
、Ｘ
、
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ネ

ル
等
の
活
用
を
検
討
す
る
。

⑤
議
会
視
察
の
報
告
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
公
開
す
る
。

▲水戸市議会本会議場にて（12 月議会で使用したパネル）

①
政
務
活
動
費
の
利
用
状
況
の
透
明
性
向

上
の
た
め
収
支
報
告
書
・
会
計
帳
簿
・
領

収
書
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
す
る
。

　
日
本
共
産
党
水
戸
市
議
団
は
来
年
度
予
算

案
へ
の
「
要
望
書
」
を
高
橋
靖
市
長
に
提
出

し
ま
し
た
。

　
要
望
は
、
物
価
高
騰
の
中
で
市
民
生
活
を

支
え
る
施
策
や
、
医
療
・
福
祉
の
充
実
、
再

開
発
な
ど
の
大
型
事
業
中
止
、
東
海
第
２
原

発
の
廃
炉
な
ど
計
１
６
１
項
目
で
す
。

　
田
尻
副
市
長
と
の
懇
談
で
、
日
本
共
産
党

水
戸
市
議
団
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
続
く
物
価
高

で
、
市
民
の
暮
ら
し
は
大
き
な
危
機
に
直
面

し
て
い
る
と
し
て
、▽
物
価
・
原
材
料
高
騰

対
策
▽
生
活
困
窮
者
支
援
▽
小
学
校
給
食
費

完
全
無
料
化
▽
医
療
・
介
護
の
負
担
軽
減
▽

医
療
・
保
健
所
体
制
の
拡
充
▽
障
が
い
者
福

祉
充
実
▽
動
物
愛
護
支
援
▽
交
通
政
策
充
実

▽
防
災
・
原
子
力
対
策
│
な
ど
、
国
に
求
め

る
対
策
と
、
市
独
自
で
の
支
援
策
を
求
め
ま

し
た
。

水戸市に予算要望書
161 項目を提出

日本共産党水戸市議団

くらし支える物価対策を
東海第 2 は廃炉に

くらし支える物価対策を
東海第 2 は廃炉に

９
月
議
会
で
会
議
規
則
を
改
善

●
育
児
・
看
護
や
出
産
を
規
定

　
多
様
な
人
材
の
議
会
へ
の
参
加
促
進
へ

本
会
議
や
委
員
会
の
欠
席
理
由
に
育

児
・
看
護
・
介
護
を
明
文
化
。
出
産

時
に
産
前
６
週
間
・
産
後
８
週
間
の
欠

席
を
届
け
出
る
規
定
が
で
き
ま
し
た
。

●
請
願
・
陳
情
の
押
印
が
必
要
な
く
な

り
ま
し
た
。



  

　
中
庭
議
員
は
助
産
師
二
十
五

年
の
経
験
を
も
と
に
、
産
後

ケ
ア
の
充
実
を
求
め
て
質
問
し

ま
し
た
。
「
出
産
後
、
多
く
の

の
女
性
が
マ
タ
ニ
テ
ィ
ブ
ル
ー
、

産
後
う
つ
に
な
る
。
育
児
不

安
や
不
眠
な
ど
、
体
の
ケ
ア

だ
け
で
は
な
く
心
の
ケ
ア
も
大

切
」
と
主
張
。
水
戸
市
の
現

状
を
質
問
し
ま
し
た
。

　
中
庭
議
員
は
「
私
が
働
い
て

い
た
病
院
は
年
間
８
０
０
人
、

赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
る
が
産
後

ケ
ア
は
月
に
１
人
受
け
入
れ
ら

れ
る
か
ど
う
か
。
産
後
ケ
ア
を

受
け
入
れ
る
病
室
の
空
き
が
な

い
。
病
院
の
ほ
か
に
通
所
の
デ

土田 きよみ 議員

産
後
ケ
ア
で
母
と
子
を
守
る

産
後
ケ
ア
で
母
と
子
を
守
る

　

水
戸
市
議
会
に
議
会
改
革
特
別
委
員
会
(
議
長
を
除
く
全
議
員
で
構
成
)
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
水
戸
市
議
会
は「
議
会
改
革
ラ
ン
キ
ン
グ
」で
下
位
に
低
迷
し
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
水
戸
市
議
団
は
10
月
3
日
、「
水
戸
市
議
会
の
議
会
改
革
に
関
す
る
提
案
」

を
提
出
し
、
速
や
か
な
実
行
を
求
め
ま
し
た
。
提
案
の
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

議
員
に
よ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
根
絶
条
例

議
員
に
よ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
根
絶
条
例

３
月
議
会‥

議
員
提
案
で
条
例
制
定
へ

　
第
１
条
「
目
的
」
で
「
議
員
が

相
互
に
人
格
を
尊
重
し
信
頼
し
あ

い
」
「
議
員
に
よ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

を
防
止
」
し
「 

議
会
か
ら
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
を
根
絶
」
し
「
市
民
に
信

頼
さ
れ
る
議
会
を
実
現
す
る
」
。

　
第
２
条
「
定
義
」
で
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
を
４
項
目

(

言
葉
・
行
為
、
社

会
的
性
的
差
別
、
職
務
上
の
優
位

性
、
性
的
指
向

)

な
ど
に
よ
り
苦

痛
を
与
え
る
行
為
と
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
規
定
に
は
、
パ
ワ
ハ
ラ

や
セ
ク
ハ
ラ
、
マ
タ
ハ
ラ
な
ど
も
含

ま
れ
ま
す
。

　
第
３
条
「
議
員
の
責
務
」
と
し
て
、

「
高
い
倫
理
意
識
」
「
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
行
為
を
疑
わ
れ
た
と
き
は
誠
実

な
態
度
で
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
」

「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
を
認
め
る
と

き
は
そ
の
議
員
に
厳
に
慎
む
べ
き
旨

を
指
摘
し
解
決
に
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
し
て
い
ま
す
。

　
水
戸
市
議
会
の
議
会
改
革
特
別
委
員
会
で
、
議
員
に
よ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

を
根
絶
す
る
た
め
の
条
例
制
定
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　
条
例
案
の
修
正
を
重
ね
２
月
５
日
の
委
員
会
で
合
意
し
、
３
月
議
会
に
議

員
提
案
で
提
出
さ
れ
る
見
通
し
と
な
り
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

人
格
尊
重
と
信
頼

高
い
倫
理
意
識

　
第
４
条
「
議
長
の
責
務
」
で
、

議
員
に
よ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
相

談
・
申
し
立
て
が
あ
っ
た
場
合
の

取
り
扱
い
を
定
め
ま
す
。

　
は
じ
め
に
、①
相
談
内
容
の
精
査
、

②
相
談
者
が
希
望
・
議
長
が
必
要

と
認
め
た
場
合
は
専
門
家
に
よ
る

精
査
。③
相
当
の
理
由
を
認
め
る
と

き
は
代
表
者
会
議
で
事
実
関
係
を

調
査
（ 

相
談
者
も
し
く
は
議
員
が

希
望
し
た
場
合
、
代
表
者
会
議
の

過
半
数
が
希
望
し
た
場
合
は
、
専

門
家
２
人
以
上
を
出
席
さ
せ
意
見

を
求
め
る
）
な
ど
と
規
定
し
ま
す
。

相
談
・
調
査

専
門
家
の
関
与

　
調
査
の
結
果
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に

当
た
る
行
為
が
確
認
さ
れ
た
と
き

は
、
議
長
が
代
表
者
会
議
の
調
査

結
果
を
尊
重
し
「
当
該
議
員
に
対

す
る
指
導
又
は
注
意
、
当
該
議
員

の
氏
名
の
公
表
そ
の
他
の
必
要
な

措
置
を
講
じ
る
も
の
と 

す
る
。」

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
共
産
党
水
戸
市
議
団
は
、

市
民
の
代
表
と
し
て
信
頼
さ
れ
る

よ
う
不
断
の
努
力
を
し
て
ま
い
り

ま
す
。

指
導
・
注
意

議
員
の
氏
名
公
表

水戸市第 7次総合計画を審議しています
水戸市の今後 10 年間（２０２４年から２０３４年）の方針をきめる「水戸市第 7次総合計画」を特別委員会で連日審議
しています。日本共産党市議団 3名はそれぞれ 10数項目の質問を行っています。その中から一部を紹介します。

中庭 由美子 議員

イ
サ
ー
ビ
ス
、
自
宅
訪
問
の
３

種
類
あ
る
。
訪
問
支
援
事
業

は
、
ヘ
ル
パ
ー
が
家
庭
で
ケ
ア

を
提
供
す
る
こ
と
で
家
庭
環
境

が
確
認
で
き
、
産
後
う
つ
の
早

期
発
見
や
虐
待
の
ハ
イ
リ
ス
ク

の
把
握
に
も
つ
な
が
る
。
す
べ

て
の
家
族
が
安
心
し
て
子
ど
も

を
産
み
育
て
る
た
め
に
さ
ら
な

る
充
実
を
」
と
求
め
ま
し
た
。

再
開
発
に
税
金
投
入
や
め
よ

再
開
発
に
税
金
投
入
や
め
よ

い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
充
実
を

い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
充
実
を

　
田
中
議
員
は
第
７
次
総
合
計

画
の
中
に
、
水
戸
駅
北
口
の
マ

ン
シ
ョ
ン
再
開
発
の
ほ
か
、
泉

町
や
南
町
で
も
４
か
所
の
マ
ン

シ
ョ
ン
開
発
に
税
金
を
投
入
す

る
計
画
が
あ
る
問
題
点
を
批

判
。
水
戸
駅
北
口
再
開
発
に

は
今
後
３
２
億
円
も
税
金
を

投
入
す
る
計
画
で
す
。

　
水
戸
市
は
さ
ら
に
４
か
所‥

①
泉
町
２
丁
目
・
中
央
ビ
ル

②
泉
町
１
丁
目
・
広
小
路

③
南
町
３
丁
目
・
旧
ユ
ニ
ー
跡

④
南
町
・
旧
プ
リ
ン
ス
ビ
ル

に
お
い
て
も
マ
ン
シ
ョ
ン
・
テ
ナ

病
院
の
空
き
な
し

通
所
・
自
宅
訪
問

徒
歩
５
分
圏
内
に

マ
ン
シ
ョ
ン
４
カ
所

ン
ト
な
ど
同
じ
よ
う
な
開
発
に

補
助
す
る
計
画
で
す
。

　
田
中
議
員
は
「
①
か
ら
④
ま

で
徒
歩
５
分
、
わ
ず
か
３
５
０

ｍ
。
こ
ん
な
至
近
距
離
に
４
か

所
も
市
が
本
気
で
税
金
投
入

す
る
の
か
。
民
間
マ
ン
シ
ョ
ン

建
設
ラ
ッ
シ
ュ
の
な
か
ゼ
ネ
コ
ン

や
マ
ン
シ
ョ
ン
業
者
を
支
援
す

る
必
要
は
な
い
。
他
の
事
業
を

圧
迫
す
る
。
選
択
と
集
中
が

間
違
っ
て
お
り
、
中
止
す
べ
き
」

と
主
張
し
ま
し
た
。

　
土
田
議
員
は
高
齢
者
が
利

用
す
る
「
い
き
い
き
交
流
セ

ン
タ
ー
」
に
つ
い
て
質
問
。
「
老

朽
化
が
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
、

動
線
や
使
い
勝
手
が
不
便
な

と
こ
ろ
の
改
善
を
も
と
め
る

声
を
多
く
聞
い
て
い
る
。
今

後
の
維
持
管
理
、
補
修
や
改

修
の
計
画
を
具
体
化
し
て
ほ

し
い
。
ま
た
、
講
座
や
教
室
の

充
実
等
も
含
め
、
積
極
的
に
活

用
さ
れ
る
セ
ン
タ
ー
と
し
て
い

く
よ
う
、
引
き
続
き
利
用
者
の

声
を
聞
き
な
が
ら
充
実
し
て
も

ら
い
た
い
」

と
主
張
し

ま
し
た
。

　

　
土
田
議
員
は
高
齢
者
な
ど
交

通
弱
者
の
く
ら
し
の
足
の
確
保

が
重
要
で
あ
り
、
公
共
交
通
に

つ
い
て
「
路
線
バ
ス
の
減
便
や

路
線
廃
止
が
相
次
ぎ
、
ま
す
ま

す
利
用
し
に
く
く
な
っ
て
い
る
。

バ
ス
路
線
再
編
な
ど
、
市
が
さ

ら
な
る
支
援
を
求
め
る
」
と
主

張
し
ま
し
た
。

バ
ス
路
線
の
維
持
へ

市
の
対
策
を

田中　まさき 議員


